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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ブ
ル
ネ
イ
・

ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
と
５
カ
国
を
訪

問
。
課
題
別
グ
ル
ー
プ
討
議
や
、

各
種
パ
ー
テ
ィ
、
国
旗
掲
揚
式
、

ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
あ
る
の
で
大
忙
し
。

国
別
に
文
化
を
紹
介
し
あ
う
カ

ル
チ
ュ
ア
ル
シ
ョ
ー
で
は
、
イ

ベ
ン
ト
構
成
、
演
出
な
ど
参
加

青
年
自
ら
が
企
画
、
準
備
に
３

ヶ
月
を
要
す
る
と
い
う
力
の
入

れ
よ
う
。

三
木
さ
ん
は
、
今
ま
で
メ
デ

ィ
ア
を
通
し
て
し
か
見
え
な
か

っ
た
こ
と
が
、
直
接
見
え
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
一
番
の
収

穫
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

真
P
万
里
さ
ん

▽「
リ
ト
ア
ニ
ア
青
年
海
外
派

遣
団
」

▽
２
０
１
０
年
９
月
３
日
〜
20

日
航
空
機

に
よ
る
派
遣

事
業
の
う
ち

の
ひ
と
つ
。

派
遣
団
は
団
長
、
副
団
長
を
含

む
約
15
名
。
リ
ト
ア
ニ
ア
以
外

に
、
ラ
オ
ス
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和

国
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
が
あ
る
。

日
本
で
の
事
前
研
修
で
は
、
派

遣
国
の
基
礎
知
識
か
ら
国
際
マ

ナ
ー
ま
で
み
っ
ち
り
行
う
。
派

遣
中
は
、
皇
太
子
殿
下
が
お
見

え
に
な
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー

テ
ィ
も
あ
る
た
め
、
日
本
で
の

研
修
は
気
が
抜
け
な
い
。
派
遣

先
で
は
、
１
日
に
６
つ
の
省
庁

を
表
敬
訪
問
す
る
こ
と
も
あ
り
、

全
て
が
バ
ス
移
動
と
い
う
の
は

肉
体
的
に
も
ハ
ー
ド
。
３
日
間

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
あ
る
が
、

必
ず
し
も
日
本
語
や
英
語
が
出

来
る
と
は
限
ら
な
い
。
真
U
さ

ん
は
ロ
シ
ア
語
し
か
話
せ
な
い

ご
夫
婦
に
お
世
話
に
な
っ
た
と

か
。
最
後
の
３
日
間
は
、
一
つ

の
テ
ー
マ
に
各
国
の
参
加
者
が

意
見
交
換
す
る
課
題
別
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

日
本
の
代
表
と
し
て
各
国
を

訪
問
す
る
の
で
、
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
も
あ
る
が
、
旅
行
と
は
違
う

経
験
が
で
き
、
自
分
の
人
生
に

と
っ
て
大
き
な
糧
に
な
っ
た
。

と
真
U
さ
ん
は
語
っ
た
。

「
通
学
電
車
の
座
席
に
広
く
陣

取
り
、
お
年
寄
り
が
前
に
立
っ

て
い
て
も
、
席
を
詰
め
た
り
譲

ろ
う
と
し
な
い
」
な
ど
な
ど
…
。

い
ず
れ
も
、
周
囲
の
人
に
ほ

ん
の
少
し
気
持
ち
を
向
け
れ
ば

防
げ
る
こ
と
ば
か
り
だ
。「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
メ
ン
バ
ー
」
の

ひ
と
り
と
し
て
、
お
互
い
に
気

持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
意
識

し
て
ほ
し
い
。

こ
こ
最
近
、
本
学
学
生
の
通

学
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
残
念
な

が
ら
一
般
市
民
か
ら
多
く
の
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
か
ら
何
度
か
本
紙

で
も
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
問

題
は
一
向
に
減
る
様
子
を
み
せ

て
い
な
い
。
苦
情
の
一
例
を
挙

げ
る
と
、「
バ
イ
ク
で
細
い
道

を
高
速
で
飛
ば
す
」「
道
幅
一

杯
に
ひ
ろ
が
っ
て
、
後
ろ
か
ら

来
る
人
に
道
を
譲
ら
な
い
」

内
閣
府
で
は
、
様
々
な
青
年

国
際
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

多
国
間
交
流
を
通
し
て
、
青
年

相
互
の
理
解
と
友
好
を
促
進
し
、

青
年
の
国
際
的
視
野
を
広
め
、

国
際
協
調
の
精
神
を
養
う
こ
と

が
そ
の
目
的
だ
。

Ｓ
‐
ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
で
は
実
際
に

こ
れ
ら
の
事
業
に
参
加
し
た
学

生
の
皆
さ
ん
を
話
し
手
に
迎
え

た
、
情
報
交
換
会
「
そ
こ
が
知

り
た
い
！
内
閣
府
青
年
国
際
交

流
事
業
」
を
11
月
16
日
、
Ｔ
Ｃ

１-

２
１
０

に
て
実
施

し
た
。
そ

の
内
容
を

か
い
つ
ま

ん
で
ご
紹

介
し
よ
う
。

話
し
手
（
話
し
手
が
参
加
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
期
間
は
後
述
）

谷
波
拓
真
さ
ん
（
法
４
）

三
木
悠
一
さ
ん
（
社
会
４
）

真
U
万
里
さ
ん
（
法
２
）

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
事
業

に
は
、
大
き
く
５
つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

共
通
す
る
目
的
は
、
国
際
交
流

を
通
じ
た
相
互
の
理
解
と
友
好

促
進
だ
。
５
つ
の
内
訳
は
次
の

と
お
り
。
①
国
際
青
年
育
成
事

業
（
航
空
機
に
よ
る
派
遣
・
招

聘
事
業
）
②
日
本
・
中
国
青
年

親
善
交
流
③
日
本
･
韓
国
青
年

触
れ
、

我
々
一

人
一
人

が
命
の

大
切
さ

に
気
づ

け
る
よ

う
に
と
神
に
祈
り
を
捧
げ
ら
れ

た
。
聖
歌
隊
が
「
い
ざ
う
た
え
」

を
斉
唱
し
た
後
は
、
い
よ
い
よ

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
。
高
さ
11
・

５
ｍ
　
の
ツ
リ
ー
に
黄
色
い
明

か
り
が
灯
る
と
、
一
斉
に
歓
声

が
あ
が
っ
た
。

Ｓ
‐
ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
に
よ
る
ハ
ウ

ス
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
点

灯
。
嗣
業
館
の
玄
関
に
は
「
メ

リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」
の
文
字
が

輝
き
、
首
ふ
り
ト
ナ
カ
イ
人
形

も
点
灯
。
帰
宅
途
中
の
学
生

た
ち
か
ら
は
「
可
愛
い
！
」
の

声
が
あ
が
り
、
携
帯
電
話
で
撮

影
す
る
姿
も
…
。
窓
ガ
ラ
ス

に
も
カ
ラ
フ
ル
な
ジ
ェ
ル
シ
ー

ル
や
ス
プ
レ
ー
ア
ー
ト
が
施
さ

れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
に
ク
リ

ス
マ
ス
ム
ー
ド
が
満
ち
た
日
と

な
っ
た
。

12
月
１
日
夕
刻
、
毎
年
恒
例

の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
点
灯
式

が
行
わ
れ
、
同
時
に
Ｓ
‐
ｃ
ｕ

ｂ
ｅ
の
嗣
業
館
ハ
ウ
ス
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
も
点
灯
さ
れ
た
。

ロ
ー
ム
記
念
館
前
の
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
の
も
と
に
、
キ
リ

ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
の
呼
び

か
け
で
学
生
、
教
職
員
約
１
７

０
名
が
集
ま
っ
た
。
参
加
者
に

は
お
馴
染
み
の
同
志
社
マ
ー
ク

入
り
竹
製
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ

ー
が
配
布
さ
れ
、
穏
や
か
な
灯

り
が
周
囲
に
広
が
っ
た
。

白
い
ロ
ー
ブ
を
ま
と
っ
た
学

生
聖
歌
隊
が
「D

o
sh
ish
a

C
ollege

S
ong

」、
賛
美
歌

「
あ
め
に
は
さ
か
え
」
を
斉
唱

し
た
後
は
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化

セ
ン
タ
ー
・
原
誠
先
生
に
よ
る

聖
書
の
一
節
「
ル
カ
に
よ
る
福

音
書
２
章
８
‐
14
」
朗
読
と
祈

り
。
原
先
生
は
こ
の
中
で
、
現

在
の
政
治
、
経
済
、
軍
事
に
翻

弄
さ
れ
苦
し
ん
で
い
る
人
々
や
、

人
間
関
係
に
疲
れ
自
殺
に
至
る

人
々
な
ど
が
存
在
す
る
こ
と
に

話
す
、
星
や
ハ
ー
ト
の
型
紙
を

押
し
当
て
て
練
り
消
し
ゴ
ム
を

ポ
ン
ポ
ン
と
叩
く
と
、
一
段
と

凝
っ
た
作
品
の
完
成
だ
。

独
創
的
な
構
図
や
色
使
い
が

次
々
と
飛
び
出
し
、
他
の
人
の

作
品
が
仕
上
が
る
た
び
に
「
お

ー
っ
」「
か
わ
い
い
！
」
と
い

う
歓
声
が
上
が
っ
た
。「
時
間

が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。

も
っ
と
た
く
さ
ん
描
き
た
い
」

と
夢
中
に
な
っ
た
90
分
。
余
計

な
こ
と
を
考
え
る
こ
と
な
く
、

美
し
い
色
を
指
で
直
接
塗
る
と

い
う
行
為
そ
の
も
の
が
「
癒
し

効
果
」
を
秘
め
て
い
る
よ
う
だ
。

今
回
使
用
し
た
道
具
は
す
べ
て

簡
単
に
手
に
入
る
も
の
ば
か
り
。

絵
が
苦
手
と
い
う
あ
な
た
も
、

ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
は
？

Ｓ-

ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
で
は
、
12
月

13
日
に
「
心
を
癒
す
〜
パ
ス
テ

ル
画
入
門
」
を
Ｔ
Ｃ
１-

１
１
５

に
て
開
催
し
た
。

パ
ス
テ
ル
と
は
顔
料
の
粉
末

と
糊
剤
を
混
合
し
固
め
た
棒
状

の
画
材
。
こ
の
パ
ス
テ
ル
を
カ

ッ
タ
ー
で
細
か
く
削
り
、
色
粉

を
指
の
腹
に
つ
け
て
、
く
る
く

る
と
紙
に
こ
す
り
付
け
る
だ
け

で
味
わ
い
の
あ
る
絵
に
な
る
。

コ
ッ
ト
ン
、
綿
棒
な
ど
を
使
っ

て
書
い
た
り
、
凹
凸
の
あ
る
紙

を
使
う
だ
け
で
も
雰
囲
気
が
が

ら
り
と
変
わ
る
。

講
師
の
森
く
ら
ら
さ
ん
（
パ

ス
テ
ル
和
ア
ー
ト
・
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
）
が
「
パ
ス
テ
ル
画

は
具
体
的
な
絵
を
描
か
な
く
て

も
良
い
ア
ー
ト
な
の
で
、
無
心

で
手
を
動
か
す
な
か
で
出
来
た

も
の
で
も
す
ご
く
魅
力
あ
る
作

品
に
仕
上
が
り
ま
す
。
ま
ず
は

感
触
を
楽
し
ん
で
」
と
話
す
と

お
り
、
初
め
は
「
絵
心
が
な
い

か
ら
う
ま
く
出
来
る
か
心
配
」

と
話
し
て
い
た
参
加
者
も
何
色

か
の
パ
ス
テ
ル
を
重
ね
て
、
さ

っ
と
塗
る
だ
け
で
可
愛
い
作
品

が
で
き
あ
が
っ
た
。

森
さ
ん
が
「
秘
密
兵
器
」
と

「あめにはさかえ」「いざうたえ」…。170名ほどの参加者が見守る中、澄んだ歌声を響かせるのは
学生聖歌隊。12月1日のクリスマスツリー点灯式にて。Merry Chistmas!

あ
な
た
も
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
！

Ｓ-

ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
サ
ロ
ン
DE
ク
リ
ス
マ
ス
第
１
弾

「
パ
ス
テ
ル
画
入
門
」開
催

幸
せ
の
灯
り
に
包
ま
れ
て

キ
ャ
ン
パ
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し
て

通
学
マ
ナ
ー
を
見
直
そ
う
！

論
文
は
過
去
に
は
「
世
界
に
伝

え
た
い
日
本
と
は
」「
こ
れ
ま

で
の
自
身
の
国
際
青
年
交
流
の

取
組
」
と
い
う
よ
う
な
テ
ー
マ

で
出
題
さ
れ
た
と
い
う
。
面
接

の
重
要
ポ
イ
ン
ト
は
「
志
望
動

機
を
、
熱
意
を
持
っ
て
し
っ
か

り
伝
え
ら
れ
る
こ
と
、
事
後
活

動
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
お
く

こ
と
」
だ
。
ほ
か
に
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ
り
、

協
調
性
を
審
査
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
航
空
機
に
よ
る

派
遣
事
業
で
は
派
遣
国
を
第
３

希
望
ま
で
出
願
で
き
る
。
日

中
・
日
韓
は
同
時
に
公
募
さ
れ

て
、
い
ず
れ
か
の
国
に
派
遣
さ

れ
る
。
希
望
を
述
べ
る
こ
と
は

で
き
る
が
、
必
ず
し
も
そ
の
通

り
の
国
に
派
遣
さ
れ
る
と
は
限

ら
な
い
。

航
空
機
派
遣
の
事
業
参
加
費

は
約
10
万
円
。
し
か
し
こ
れ
ら

は
ほ
と
ん
ど
、
事
前
に
実
施
さ

れ
る
東
京
で
の
研
修
費
と
Ｏ
Ｂ

組
織
「
日
本
青
年
国
際
交
流
機

構
」
へ
の
入
会
金
だ
。
事
業
に

か
か
る
航
空
券
代
や
滞
在
費
は

す
べ
て
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
る
。

世
界
青
年
の
船
は
約
22
万
円
、

東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
は
約
30

万
円
。
両
方
と
も
制
服
代
込
み

だ
。
派
遣
期
間
が
40
〜
50
日
間

と
長
く
、
一
人
当
た
り
約
３
０

０
万
円
は
国
か
ら
補
助
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
決
し

て
高
く
な
い
と
い
え
る
。
ち
な

み
に
、
航
空
機
派
遣
事
業
も
一

人
あ
た
り
約
２
０
０
万
円
補
助

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

も
ち
ろ
ん
、
英
語
や
訪
問
国

の
挨
拶
く
ら
い
は
話
せ
る
に
こ

し
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、

語
学
に
自
身
が
な
い
か
ら
と
即
、

あ
き
ら
め
る
こ
と
は
な
い
。
英

語
力
だ
け
で
合
否
が
決
ま
る
わ

け
で
は
な
い
。
正
式
な
場
で
は

通
訳
が
つ
く
し
、
筆
談
も
有
効

だ
。
た
だ
し
、
友
好
を
よ
り
深

め
る
た
め
に
は
、
英
語
が
話
せ

た
ほ
う
が
断
然
い
い
。
出
発
前

に
は
語
学
力
の
向
上
を
目
指
し

た
い
。

次
に
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
実

際
、
参
加
し
た
先
輩
た
ち
の
体

験
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

谷
波
拓
真
さ
ん

▽
「
世
界
青
年
の
船
」

▽
２
０
１
０
年
１
月
22
日
〜
３

月
５
日

日
本
人
１

３
５
名
に
、

バ
ー
レ
ー
ン
、

オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
ト
ル

コ
、
ケ
ニ
ア
な
ど
12
カ
国
の
外

国
青
年
約
１
４
０
名
が
、
船
上

で
過
ご
す
43
日
間
。
コ
ー
ス
や

訪
問
国
は
開
催
年
度
ご
と
に
異

な
る
が
、
谷
波
さ
ん
は
ド
バ
イ

や
イ
ン
ド
を
訪
問
。
船
内
活
動

と
寄
港
地
活
動
の
２
つ
が
あ
る
。

船
内
で
は
、
参
加
青
年
自
身
が

企
画
し
て
行
う
ク
ラ
ブ
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
や
、
そ
の
発
表
を
行

う
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
、「
青
少

年
育
成
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

「
環
境
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
別

に
話
し
合
う
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
自
国
の
紹
介
を
行
う
「
ナ

シ
ョ
ナ
ル
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
」
な
ど
を
行
っ
た
。
寄
港
地

で
は
現
地
の
大
学
を
訪
問
し
た

り
、
孤
児
院
を
視
察
し
た
り
、

各
自
が
所
属
す
る
グ
ル
ー
プ
固

有
に
課
題
に
沿
っ
た
施
設
を
訪

問
し
た
。

同
じ
キ
ャ
ビ
ン
を
海
外
青
年

と
シ
ェ
ア
す
る
た
め
、
異
文
化

理
解
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
谷

波
さ
ん
。
世
界
に
目
を
向
け
る

と
同
時
に
、
日
本
の
良
さ
に
も

気
づ
け
た
と
感
想
を
述
べ
た
。

三
木
悠
一
さ
ん

▽
「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」

▽
２
０
０
９
年
10
月
28
日
〜

11
月
６
日

各
国
か

ら
集
っ
た
３

３
０
人
の
青

年
達
と
２
ヶ

月
の
船
上
生

活
を
送
る
。
参
加
者
の
う
ち
、

日
本
人
は
30
人
。「
世
界
青
年

の
船
」
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
は

似
て
い
る
が
、
日
本
人
青
年
の

比
率
が
大
き
く
異
な
る
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

親
善
交
流
④
世
界
青
年
の
船
⑤

東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
。

各
事
業
に
お
い
て
、
日
本
お

よ
び
諸
外
国
の
参
加
青
年
は
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
自
国
文

化
の
紹
介
、
産
業
・
文
化
・
教

育
施
設
の
視
察
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
な
ど
の
活
動
を
行
い
、
友
好
、

親
善
を
深
め
る
。

応
募
か
ら
事
業
参
加
ま
で
の

流
れ
は
、
各
都
道
府
県
の
「
青

少
年
対
策
主
管
課
（
室
）
お
よ

び
全
国
的
な
組
織
を
も
つ
青
少

年
団
体
で
参
加
申
込
み
を
受
け

付
け
る
。
応
募
要
領
は
１
月
下

旬
〜
２
月
上
旬
頃
発
表
さ
れ
、

募
集
は
３
月
に
あ
る
。
応
募
書

類
に
は
参
加
動
機
と
、
国
際
経

験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
な
ど
、

簡
単
な
履
歴
を
記
入
す
る
。
郵

送
だ
け
で
な
く
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
エ

ン
ト
リ
ー
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

応
募
資
格
は
18
歳
〜
30
歳
の
日

本
国
籍
を
持
つ
人
物
。

一
次
選
考
を
通
過
す
る
と
、

内
閣
府
（
東
京
）
で
２
次
選
考

と
最
終
選
考
が
行
わ
れ
る
。
時

事
問
題
や
教
養
を
問
う
よ
う
な

選
択
式
の
筆
記
試
験
、
小
論
文
、

面
接
が
課
せ
ら
れ
る
。
語
学
力

を
み
る
た
め
の
英
語
面
接
も
あ

る
が
、
日
常
会
話
程
度
の
内
容
。

筆
記
試
験
対
策
は
、
あ
ま
り
に

幅
広
い
出
題
範
囲
ゆ
え
難
し
い

が
、
日
頃
か
ら
新
聞
を
読
ん
で
、

知
識
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
。

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
事
業

そこが
知りたい！

Ｓ-

ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
の
異
文
化
体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
画

Flash!

費
用
は
ど
の
程
度
か
か
る
の
？

語
学
力
は
ど
の
く
ら
い
必
要
？

事
業
概
要
は
？

選
考
方
法
は
？
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元
朝
日
新
聞
編
集
員
で
、
テ

レ
ビ
朝
日
「
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し

て
も
活
躍
さ
れ
て
い
た
加
藤
千

洋
・
本
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
教
授
の
講
演

会
『
巨
龍
と
巨
象
―
中
国
、
イ

ン
ド
と
ど
う
向
き
合
う
か
』
が
、

11
月
12
日
、
Ｔ
Ｃ
１-

３
３
２

で
開
催
さ
れ
た
。（
言
語
文
化

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
）

立
ち
見
も
出
る
大
盛
況
の

な
か
加
藤
教
授
は
、「
報
道
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
時
代
は
深
夜
ま
で

毎
日
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
同

志
社
に
就
任
し
て
か
ら
は
一
転

し
て
昼
の
生
活
に
。
爽
や
か
な

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
」
と

和
や
か
に
講
演
を
ス
タ
ー
ト
。

そ
し
て
、
現
在
ア
ジ
ア
を
巡

る
地
政
学
的
変
化
と
し
て
「
米

中
逆
転
」「
日
中
逆
転
」「
東
西

逆
転
」
の
３
つ
に
即
し
て
話
を

進
め
た
。
米
国
の
象
徴
と
も
言

え
る
自
動
車
の
販
売
台
数
が
09

年
に
は
中
国
が
世
界
１
位
と
な

り
、
今
後
も
そ
の
勢
い
は
衰
え

な
い
と
予
測
。
日
中
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

も
今
年
度
逆
転
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
お
り
、「
日
本
は
世

界
第
２
位
の
経
済
大
国
と
は
言

え
な
く
な
っ
た
」。
ま
た
欧
米

の
経
済
が
縮
小
す
る
中
、
中

国
・
イ
ン
ド
の
台
頭
に
よ
り
、

東
西
の
逆
転
現
象
が
起
き
た
こ

と
に
つ
い
て
は
「
百
年
単
位
の

歴
史
で
見
れ
ば
、
１
４
０
０
年

頃
に
は
唐
（
現
中
国
）
と
天
竺

（
現
イ
ン
ド
）
で
世
界
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
75
％
を
占
め
て
い
た
。
そ

の
歴
史
が
復
活
し
た
」
と
解
説
。

最
後
に
、
日
本
の
今
後
に
つ

い
て
「
日
本
の
持
っ
て
い
る
清

潔
さ
、
正
確
さ
と
い
っ
た
ソ
フ

ト
面
は
当
た
り
前
の
よ
う
で
他

国
か
ら
み
る
と
素
晴
ら
し
い
部

分
。
物
質
的
大
国
で
は
な
く
、

質
的
大
国
と
し
て
世
界
に
訴
え

る
べ
き
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て

「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
ア
ジ
ア
人

の
友
達
を
作
れ
ば
、
反
日
デ
モ

が
起
き
た
と
し
て
も
平
静
で
い

ら
れ
る
。
ぜ
ひ
、
ア
ジ
ア
の
友

達
を
つ
く
っ
て
欲
し
い
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

12
月
15
日
、
Ｓ
‐ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
サ

ロ
ン
DE
ク
リ
ス
マ
ス
第
２
弾

「
暮
ら
し
彩
る
〜
キ
ャ
ン
ド
ル

作
り
入
門
」
が
Ｔ
Ｃ
１-

１
０
８

で
行
わ
れ
た
。

半
透
明
の
キ
ャ
ン
ド
ル
の
中

に
、
き
れ
い
な
色
材
が
透
け
て

見
え
る
モ
ザ
イ
ク
キ
ャ
ン
ド
ル
。

蝋
と
染
料
を
混
ぜ
て
板
状
に
固

め
て
お
い
た
色
材
を
好
き
な
大

き
さ
に
割
り
、
紙
コ
ッ
プ
の
中

に
敷
き
詰
め
る
。
そ
の
中
に
透

明
な
蝋
を
流
し
、
冷
え
て
固
ま

れ
ば
周
り
の
紙
を
剥
が
し
て
キ

ャ
ン
ド
ル
の
完
成
。

無
理
に
た
く
さ
ん
敷
き
詰

め
よ
う
と
せ
ず
、
テ
ン
ポ
よ
く

ど
ん
ど
ん
色
材
を
入
れ
て
い
く

の
が
、
キ
レ
イ
な
キ
ャ
ン
ド
ル
を

作
る
コ
ツ
だ
。
周
り
か
ら
中
を

見
る
事
が

出
来
な
い

た
め
、
ど

ん
な
キ
ャ

ン
ド
ル
に

仕
上
が
る

か
は
、
周
り
の
紙
を
破
っ
た
時

の
お
楽
し
み
。
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

に
参
加
し
た
文
学
部
１
回
生
の

石
河
真
偉
さ
ん
と
小
田
咲
子
さ

ん
は「
完
成
が
予
想
で
き
な
い

と
こ
ろ
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
楽
し

か
っ
た
」「
作
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
は

家
族
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
」と
満

足
気
に
語
っ
た
。
講
師
の
森
く

ら
ら
さ
ん
は「
キ
ャ
ン
ド
ル
は
火

を
と
も
せ
ば
も
っ
と
キ
レ
イ
に
な

り
ま
す
。
是
非
ク
リ
ス
マ
ス
に
使

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」と
締
め
く

く
っ
た
。

今年度のふらっとプログラムは12月7日を持っ
て好評のうちに終了しました。たくさんのご参
加、ありがとうございました。
引き続いて来年度の予告をいち早く発表します！

【4月20日(水)】映 画※上映作品未定（3回上映）
【5月17日(火)17:00～（予定）】
ブラジリアン ミュージック コンサート「高尾典
江＆ｃｏｃｏｒｏｎｅ」
【5月31日(火)17:00～（予定）】
東欧バイオリン コンサート「熊澤洋子トリオ」
【6月15日(水)】映 画※上映作品未定（3回上映）
【7月6日(水)17:00～（予定）】
アコースティックギター コンサート「わたなべ
ゆう」

2011年度も乞うご期待！

2011年度ふらっと
ハローホール春学期イベント

ラインナップ予告!!

1日目の夕方、いつもは憩いの場として開放されているラウ
ンジ棟がダンス会場に!BMXと呼ばれる自転車を使った激しい

パフォーマンスやダンス
サークルのSoul2Soul
によるストリートダンスが
繰り広げられた。最後は、
Tanzmuzikの作り上げる
クラブミュージックに会場
に詰め掛けた参加者は体
を揺らした。 

同志社京田辺祭2010

3基のゲルでは多彩なイベントが 

犬も歩けば 
イベントに当たる!?

おっきいことはいいことだ!? 
巨大迷路、巨大シャボン玉… 
ハローホールには巨大迷路が出現！複雑に入り
組んだ通路を歩み、見事ゴールするとささやかな
景品がもらえるのだ。早い人なら５分ほどでクリア
する迷路も、いったん迷うと20分はかかってしまう。
この難しさがクセになって、10回通い詰めたツワ
モノや（覚えてしまわないのか疑問？）、自らにタイ
ムトライアルを課す人も。子供から大人まで夢中
になって、なんと２７００人余り！「面白かった！」と大
評判だった。 

巨大といえばもうひとつの話題はシャ
ボン玉。文化情報学部提供の企画では、
割れにくいシャボン玉や大小のシャボン
玉をいくつも作った。巨大シャボン玉の
内側から外を覗くと摩訶不思議な空間が
広がるよう。 

京田辺キャンパスに移動動物園出現!!

「愛」の力は重力にも負けない!!  耐久お姫様抱っこ大会 

西靖大還元祭＠クローバー祭 
60日間世界一周を終えて。 
MBSの情報番組「ちちんぷいぷい」でお馴染みの西靖アナウ
ンサーと吉竹史アナウンサーが、６０日間世界一周の裏話を語った。 
旅の中で辛かった事は何ですかという質問には、食事も大変だっ
たけれど、それは意外と大丈夫だった。たしかに４日間洗濯して
いないパンツを履いたりトラブルもたくさんあったけれど、一番
辛かったのは旅先がわからない事。そのため、目的もないまま
に続く旅が初めは辛かった。しかし、ケニアの人は流暢な英語を
話すんだな。というような、目的がないからこそ見えてくる現地
での素直な驚きがあった。その魅力に気付いてからはあっとい
う間に旅が終わってしまった。吉竹アナからの「パンツもあまり
洗えないような今回の旅を、学生さんにお勧めする事はできま
すか？」という質問に、「できるに決まってるやん!!」と即答する
ほどの魅力が今回の旅には詰まっていたようだ。学生時代は一
つのことに打ち込むのがいい。例えば証券アナリストになりた
いから、その勉強だけ一生懸命するとかアナウンサーになりた
いから発声練習しているとかは良くないと思う。そんな事は社
会人になったらできる事なのに、せっかくの大学生活をそれに
費やすのは僕はもったいないと思う。もし僕が図々しくもMBS
の人事を担当する事になったら、社会に出るための準備に時間
を費やした人よりも目の前の事に打ち込んでいる人の方を取る。
こんな真面目な事を伝えた後に、「どこの国の女性が一番美人
でしたか？」「卒業旅行で行くならどこがお勧めですか？」という
質問には「ロシアの女性が一番僕の好
みでした。特に赤の広場で出会ったア
ンさんは超美人!!」「一番のお勧めは彼
氏・彼女とカナダのイエローナイフでオー
ロラを見る事！僕なんて４日間洗ってな
いパンツを履い
た 男 ４ 人 で
「オー!!」って見
ただけだったから
な。」という話しに
会場からは笑い声
も。終始笑いの絶えな
い講演会となった。 

２日目はゲルの横に移動動物園が出現。ウサギや亀などのか
わいい動物から、ニシキヘビなどの爬虫類まで種類は様々。ニ
シキヘビに触れる体験コーナーは長蛇の列となった。また、ポニー
も登場し、移動式住居のゲルと相まってまるでモンゴルにいる
ような気分に。地域の子供
たちも普段見る事の出来
ない動物達に大喜び。ヘビ
に触った学生からは悲鳴も
上がったが、最後にポニー
と写真撮影するなど学生
も大いに移動動物園を楽
しんでいた。 

　10月30日、31日の２日間、同志社京田辺祭２０１０（愛称:クローバー祭）が実施された。当日は
スポーツフェスティバルや各学部主催の催し物をはじめ、多くのイベントが行われた。 
　２０１０年度より愛称が従来のＡＤＡＭ祭からクローバー祭に変更になった。クローバーには、同
志社徽章、京田辺市のイメージカラーの緑色などの意味が込められている。今年は大型の台風が接近する中、開催そのものがあやぶまれた
が、直前になって奇跡の針路変更！２日目は午後から雨に見舞われたものの、なんとか最後まで開催することができた。 

　以下に紹介する企画のほかに、ローム記念館で所狭しと繰り広げられ
た「“実感”の境界条件」、理工学部のリモコンカーレース、文化情報学
部の考古学調査体験、スポーツ健康科学部による「学生アスリートに挑
戦」、生命医科学部の「アンチエイジング測定体験」、言語文化教育研究
センターの講演会など、さまざまな企画がキャンパスを彩った。２日間
の来場者は２万人。家族連れはもとより、学生の参加が例年に比べて大
幅にアップした。ここでは、実施されたいくつかの企画を紹介しよう。 

２日目のお昼時に始まった「耐久お姫様抱っこ大会」。ルールは、彼氏・彼女をお姫様抱っこし続けるだけと
いうシンプルなゲーム。しかし、見た目以上にハードなこの企画に参加したのは、京田辺市民のご夫婦を含む
実に２０組のペア。中には男子学生同士の変わり種も。MCを務めた、平井喜美さん（学園祭クイーン）の合図
でスタートした抱っこ大会。手始めに、抱っこしたままでスクワット。続いて、抱っこしている相手をおんぶに切

り替えるという共同作業に、参加者は悪戦苦闘。とどめと言わんばかりに、おんぶした相
手をもう一度お姫様抱っこに抱きなおすという愛の障害に、半分近くのペアが脱落。ラーネッド記念
図書館前に場所を移してからは壮絶な我慢競べに突入。１７時まで学生ペアと京田辺市民のご夫婦が
残るという大接戦は、祭終了タイムアウトとなってしまった。優勝者は、最後にじゃんけんで勝った商
学部と社会学部のカップルに決定。ペア九州往復航空券と旅行券３万円分という、豪華な優勝商品が、
幾多の障害を乗り越えた二人の愛の証となった。 

お姫様抱っこ対決優勝ペア 

襄先生の紙芝居 

丁々発止、ドラムバトル 

アンダーグラフLIVE

気分はレーサー！ 相撲部に挑戦！はっけよーい 

キャンパスが動物園になった！ 

フラガール 

アロマに癒される･･･ 話題沸騰、巨大迷路 

びっくり！ 
巨大しゃぼん玉づくり 

文化系サークルの作り上げる 
「CLUB CULTURE: NST」が祭りに登場！ 

ラウンジがクラブになった！ 

MBSアナウンサー西靖さん 

白熱のお姫様 
抱っこ大会 

タナレンジャー 
見参！！ 

10月中旬、まつりスタッフと学生有志の
手によって組み立てられた３基のゲル。そ
のひとつでは、ハワイの自然や神話をシン
ボルにした「マナ・カード」を使って、宇宙か
らのメッセージを受け取るというリーディン
グが行われた。今、気になっていることに対
して、美しいカードがヒントを与えてくれる
とあって、女子のハートをぐっと掴んだ。 
プロのセラピストによるカラーセラピーや、アロマオイルを使ったハ
ンドマッサージも大人気。予約枠があっという間に埋まってしまった。 
玄関に「新島」の表札を掲げたゲルでは、新島襄とその妻、八重によ
る紙芝居が。クイズに正解すると景品がもらえるとあって、繰り返し参
加する子供の姿も見られた。 
マジック＆ジャグリングサークル「Hocus-Pocus」のショーは間近

で技が鑑賞できるとあって家族連れにも大
うけ。他にはインドの民族楽器「シタール＆
タブラ」ライブ、体の歪みをとる操体、イラ
ストレーター・なかむらかよこさんの作る
癒しキャラの展示など、バラエティ豊かな
イベントが開催された。 

今年から夢告館前に場所を移動
したメインステージ。今年の目玉は
「アンダーグラフ」によるスペシャ
ルライブ。台風の影響で中止も心
配されたが、野外ステージ前に詰め
掛けた観客の熱気が通じたのか快

晴に。ブレイクのきっかけとなった「ツ
バサ」をはじめ全10曲を熱唱した。メッ
セージ性の強い歌詞を高音のボーカ
ルが歌い上げるアンダーグラフの歌に、
訪れた観客は聞き入った。 
その他にも、フラダンス・チアリーディ
ング・タップダンス・よさこい踊りや音
楽系サークルのライブなど、計１０団
体の文化系サークルがステージを盛
り上げれば、負けじと、大住中学校吹
奏学部や市民参加ダンスチームも日
頃の活動の成果を披露した。 

今年の祭りではディズニーラ
ンドで突然始まるゲリライベント
のように、キャンパス各所でイ
ベントが行われた。嗣業館前で
は目の前で行われるジャグリン
＆マジックショーに観客が沸いたかと思えば、突然、迫力のドラムバトル
が始まり、居合わせた観客を即興のドラム掛け合いで魅了した。普段は
教室棟として使われている知真館１号館では、子ども向けの参加型イベ
ントが各サークルの協力で行われ、体育会相撲部のすもう体験を始め、
プラネタリウム、マンドリンコンサート、タップダンス、フォーミュラーカー
展示、折り紙教室、陶芸体験、キャンプゲーム体験、Mｙ新聞作成、ふわ
ふわドームなど特色のある企画が行われた。そんな知真館で、散歩中
突然拉致された襄先生。正義のヒーロー・タナレンジャーが悪を討つヒー
ローショーが行われ、子供たちをはじめ大学生も釘付けとなった。 

犬も歩けば 
イベントに当たる!?

特設ステージも 
イベント盛りだくさん！ 
特設ステージも 
イベント盛りだくさん！ 

「
暮
ら
し
彩
る
〜
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
入
門
」

お
手
製
キ
ャ
ン
ド
ル
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
華
麗
に
演
出



込
み
時
期
な
の
で
10
時
に
大
学

に
来
て
帰
る
の
は
25
時
頃
。

池
田：

今
は
ほ
ぼ
大
学
に
住
ん

で
い
る
よ
う
な
も
の
。
着
替
え

や
風
呂
の
た
め
に
自
宅
に
戻
る

が
そ
れ
以
外
は
ほ
ぼ
研
究
室
に

こ
も
っ
て
い
る
。

御
倉：

理
系
と
は
少
し
違
い
、

大
学
に
行
か
な
く
て
も
最
近
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
も
文

献
の
検
索
等
が
出
来
る
の
で
大

学
に
は
あ
ま
り
来
な
い
。
週
一

回
の
論
文
指
導
で
先
生
に
会
う

く
ら
い
。
し
か
し
、
色
々
な
論

文
を
発
表
し
て
い
る
先
生
と
恋

愛
の
話
し
が
出
来
る
く
ら
い
距

離
は
近
く
な
る
。

加
納：

他
の
大
学
院
と
は
違
い
、

専
門
職
大
学
院
と
呼
ば
れ
る
ロ

ー
ス
ク
ー
ル
で
は
、
一
人
に
対

し
て
一
区
画
の
勉
強
ス
ペ
ー
ス

が
も
ら
え
る
の
で
そ
こ
で
勉
強

を
進
め
る
。
論
文
の
指
導
を
先

生
に
し
て
も
ら
う
と
い
う
よ
り

は
受
験
勉
強
の
た
め
に
予
備
校

で
朝
か
ら
ず
っ
と
勉
強
し
て
い

る
と
い
う
の
に
近
い
。
今
の
平

均
睡
眠
時
間
は
３
時
間
く
ら
い

し
か
な
い
の
で
大
変
だ
が
、
大

学
と
は
違
い
少
人
数
制
の
ク
ラ

ス
に
な
る
の
で
、
友
達
と
も
仲

良
く
な
れ
て
お
互
い
に
励
ま
し

あ
っ
て
い
る
。

大
村：

大
学
院
１
年
目
は
必
要

な
単
位
数
を
取
る
た
め
に
朝
８

時
か
ら
22
時
く
ら
い
ま
で
大
学

で
勉
強
し
た
。
学
部
時
代
よ
り

も
求
め
ら
れ
る
も
の
の
質
も
量

も
増
え
る
の
で
大
変
だ
っ
た
。

し
か
し
、
自
分
の
勉
強
し
た
い

事
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
実
感

が
あ
っ
た
の
で
耐
え
ら
れ
た
。

水
川：

大
学
院
（
博
士
課
程
前

期
）
で
は
卒
業
ま
で
に
お
お
よ

そ
30
単
位
の
取
得
が
必
要
。
し

か
し
、
２
年
目
に
は
、
修
士
論

文
の
た
め
の
研
究
や
就
職
活
動

が
あ
り
そ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て
単

位
の
取
得
と
い
う
の
は
と
て
も

大
変
な
の
で
１
年
目
で
ほ
ぼ
全

話
し
手

○
水
川
敬
章
さ
ん

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

○
大
村
あ
り
さ
さ
ん

（
法
学
研
究
科
･
博
前
）

○
御
倉
絵
美
さ
ん

（
経
済
学
研
究
科
・
博
前
）

○
池
田
健
人
さ
ん

（
文
化
情
報
学
研
究
科
･
博
前
）

○
南
口
祐
亮
さ
ん

（
工
学
研
究
科
・
博
前
）

○
加
納
由
子
さ
ん

（
司
法
研
究
科
・
法
務
専
攻
）

進
行
･
コ
メ
ン
テ
ー
タ

真
銅
正
宏
･
学
生
支
援
セ
ン
タ

ー
所
長(

文
学
部
教
授)

真
銅：

子
ど
も
の
頃
の
夢
が
小

説
家
に
な
る
事
だ
っ
た
。
最
終

的
に
は
小
説
家
は
諦
め
た
け
れ

ど
、
自
分
が
書
い
た
論
文
が
活

字
に
な
っ
て
出
て
く
る
と
い
う

事
に
憧
れ
が
あ
り
院
に
進
学
し

て
勉
強
し
た
。
皆
さ
ん
は
ど
ん

な
事
が
き
っ
か
け
で
院
に
進
学

し
ま
し
た
か
。

南
口：

就
職
し
よ
う
か
迷
っ
て

い
た
が
、
も
と
も
と
興
味
の
あ

っ
た
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
に

つ
い
て
研
究
で
き
る
研
究
室
に

受
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
な
ら
ば

も
っ
と
深
く
勉
強
し
た
い
と
思

っ
た
の
が
き
っ
か
け
。

池
田：

自
分
は
文
化
情
報
学
部

の
一
期
生
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

大
学
院
設
置
の
際
に
、
サ
ー
バ

ー
を
少
し
扱
う
な
ど
し
て
楽
し

か
っ
た
の
が
そ
も
そ
も
の
き
っ

か
け
。
そ
の
後
、
学
部
時
代
の

卒
論
を
、
よ
り
専
門
的
に
研
究

し
た
あ
と
で
書
き
上
げ
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
っ
て
院
に
進
学

し
ま
し
た
。

御
倉：

２
回
生
の
時
に
カ
ナ
ダ

に
留
学
し
た
際
、
海
外
で
は

「
修
士
」
を
持
っ
て
い
な
く
て

は
専
門
性
を
認
め
て
も
ら
え
な

い
と
い
う
現
状
を
目
の
当
た
り

に
し
た
。
将
来
的
に
は
海
外
で

も
活
躍
し
た
い
と
考
え
て
い
た

の
で
院
に
進
学
し
「
修
士
」
を

取
る
事
に
決
め
た
。

加
納：

大
学
に
入
学
す
る
時
か

ら
将
来
の
夢
を
法
に
関
わ
る
仕

事
に
就
き
た
い
と
決
め
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
必
然
的
に
法
科
大

学
院
（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）
に
進

学
し
た
。

大
村：

３
回
生
で
就
職
活
動
を

し
よ
う
と
思
っ
た
時
に
、
会
社

内
に
あ
る
法
務
と
い
う
部
署
に

と
て
も
興
味
を
も
っ
た
。
そ
の

た
め
、
よ
り
専
門
的
な
知
識
を

身
に
つ
け
た
い
と
思
い
法
学
研

究
科
に
進
学
し
た
。

水
川：

２
回
生
ま
で
は
音
楽
ラ

イ
タ
ー
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
限
界

だ
と
感
じ
て
い
た
３
回
生
の
時

に
研
究
会
に
出
て
み
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
院
の
進
学
を
考
え

始
め
た
。
国
文
学
科
だ
っ
た
事

も
あ
り
、
国
語
教
師
の
免
許
を

持
っ
て
お
り
、
大
学
院
に
進
む

と
そ
の
資
格
が
「
専
修
免
許
」

に
格
上
げ
さ
れ
る
事
も
知
っ
て

い
た
の
で
、
社
会
に
出
る
事
が

２
年
遅
れ
て
も
大
丈
夫
だ
と
思

い
院
進
学
を
決
意
し
た
。

南
口：

髪
の
毛
の
６
０
０
分
の

１
の
太
さ
の
繊
維
を
引
っ
張
っ

た
り
し
な
が
ら
、
今
日
は
伸
び

が
い
い
な
と
い
う
よ
う
な
研
究

を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
先
端
医

療
の
現
場
で
役
に
立
つ
研
究
で

や
り
甲
斐
が
あ
る
。
理
系
の
研

究
室
は
各
自
の
実
験
等
が
多
い

の
で
、
基
本
的
に
は
何
時
に
来

て
も
良
い
事
に
な
っ
て
い
る
。

今
の
時
期
は
修
士
論
文
の
追
い

て
の
単
位
を
取
っ
て
し
ま
う
の

が
一
般
的
。

南
口：

工
学
研
究
科
に
入
る
に

は
本
来
、
英
語
と
数
学
と
専
門

試
験
が
あ
る
が
、
自
分
は
推
薦

で
院
に
進
学
し
て
い
る
の
で
数

学
と
専
門
試
験
を
免
除
し
て
も

ら
っ
た
。
英
語
に
つ
い
て
は
、

大
学
院
卒
業
ま
で
に
取
得
し
な

く
て
は
い
け
な
い
資
格
と
入
学

試
験
が
合
わ
さ
っ
て
い
る
認
定

試
験
と
い
う
制
度
に
な
っ
て
い

る
。
２
年
間
で
最
大
５
回
の
受

験
が
可
能
で
、
自
分
は
３
回
目

で
や
っ
と
通
っ
た
。

池
田：

自
分
も
推
薦
で
入
っ
て

る
が
、
文
化
情
報
学
研
究
科
は

文
理
融
合
の
独
特
の
学
問
な
の

で
対
策
が
と
て
も
大
変
。
各
大

学
に
よ
っ
て
も
問
題
の
傾
向
が

違
う
の
で
、
も
し
受
験
す
る
の

な
ら
か
な
り
の
勉
強
が
必
要
だ

と
思
う
。

御
倉：

４
回
生
に
進
ま
ず
に
大

学
院
に
進
学
で
き
る
と
び
級
と

い
う
制
度
を
使
い
た
か
っ
た
が
、

Ｇ
Ｐ
Ａ
が
２
・
５
以
上
必
要
だ

っ
た
の
で
諦
め
て
受
験
し
た
。

経
済
学
研
究
科
は
一
般
試
験
を

受
け
る
も
の
と
、
英
語
と
論
文

提
出
で
受
験
す
る
方
法
の
２
種

類
が
あ
る
。
自
分
は
後
者
で
受

験
。
T
O
E
I
C
の
ス
コ
ア
が

８
５
０
く
ら
い
あ
っ
た
の
で
そ

れ
を
英
語
の
点
数
に
置
き
換
え

て
も
ら
い
、
論
文
は
卒
論
を
基

本
に
し
た
も
の
を
提
出
し
た
。

加
納：

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
、

書
類
で
の
１
次
選
考
が
あ
り
、

そ
れ
に
受
か
れ
ば
セ
ン
タ
ー
テ

ス
ト
の
よ
う
な
統
一
テ
ス
ト
が

あ
る
。
法
学
既
修
者
と
未
修
者

に
よ
っ
て
内
容
が
変
わ
る
の
で

各
自
ど
の
受
験
方
式
に
該
当
す

る
か
は
事
前
に
調
べ
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

大
村：

と
び
級
で
進
学
し
た
。

小
論
文
と
面
接
が
あ
り
、
な
ぜ

大
学
院
に
行
き
た
い
か
な
ど
を

聞
か
れ
た
。
自
分
の
代
ま
で
は
、

も
し
大
学
院
を
卒
業
で
き
な
け

れ
ば
、
学
部
卒
業
の
資
格
も
も

ら
え
な
い
の
で
高
卒
扱
い
に
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
リ
ス
ク
が

あ
っ
た
。
今
は
、
学
士
は
取
れ

る
と
聞
い
て
い
る
が
各
研
究
科

に
よ
っ
て
違
う
の
で
下
調
べ
す

る
よ
う
に
。

水
川：

立
命
館
大
学
の
大
学
院

に
進
ん
だ
が
、
試
験
対
策
が
必

要
だ
っ
た
。
ど
こ
の
大
学
院
で

も
過
去
の
問
題
が
公
開
さ
れ
て

い
る
の
で
そ
れ
で
勉
強
し
た
。

大
学
に
よ
っ
て
、
研
究
室
独
自

の
問
題
を
解
く
場
合
と
統
一
テ

ス
ト
を
受
け
る
場
合
が
あ
る
が

英
語
の
勉
強
は
必
須
。
お
お
よ

そ
同
志
社
大
学
に
一
般
受
験
す

る
の
と
同
じ
く
ら
い
の
語
学
力

は
必
要
。
マ
ス
タ
ー
（
博
士
課

程
前
期
）
は
２
回
の
受
験
が
可

能
で
、
夏
休
み
と
卒
論
提
出
後

の
２
回
。
１
回
目
は
ペ
ー
パ
ー

テ
ス
ト
の
点
数
が
重
要
で
２
回

目
は
面
接
や
研
究
し
た
内
容
に

つ
い
て
よ
く
聞
か
れ
る
。

南
口：

理
系
は
基
本
的
に
就
職

に
は
有
利
だ
と
思
う
。
好
景
気

の
時
は
あ
ま
り
大
差
な
い
が
、

不
況
に
な
っ
て
く
る
と
大
学
院

生
だ
け
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー
が
あ

っ
た
り
と
差
別
化
が
あ
る
。
ま

た
、
海
外
に
対
す
る
不
安
が
な

く
な
る
。
大
学
院
時
代
に
は
年

１
回
ず
つ
の
国
内
と
海
外
で
の

学
会
が
あ
り
そ
れ
に
参
加
す
る

こ
と
に
な
る
。
海
外
の
文
献
を

読
む
た
め
の
語
学
力
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
、
学
会
に
行
く
た

め
の
チ
ケ
ッ
ト
を
取
っ
た
り
、
集

合
場
所
ま
で
一
人
で
行
っ
た
り

す
る
の
で
大
き
な
意
味
で
海
外

に
対
し
て
距
離
が
近
く
な
っ
た
。

池
田：

入
学
後
の
仕
事
の
範
囲

が
広
が
る
。

御
倉：

外
資
系
の
企
業
を
受
け

る
際
は
、
修
士
以
上
が
条
件
に

な
っ
て
い
た
り
、
暗
黙
の
条
件

と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
く
。

ま
た
、
海
外
で
仕
事
を
し
よ
う

と
考
え
た
際
、
修
士
が
あ
れ
ば

専
門
的
に
勉
強
し
て
き
た
人
だ

と
認
め
て
も
ら
い
易
い
。

水
川：

今
は
自
分
も
授
業
を
教

え
る
立
場
だ
が
、
授
業
で
よ
り

専
門
的
な
事
を
教
え
ら
れ
た
り
、

受
験
対
策
を
す
る
際
な
ど
に
は

発
行
人

や
参
考

書
の
間

違
い
な

ど
に
も
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大
学
院
で
の
生
活
は
？

院
試
の
準
備
は
？

院
進
学
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

ラ
ー
ネ
ッ
ド
記
念
図
書
館
で

は
、
様
々
な
文
化
に
触
れ
る
シ

リ
ー
ズ
企
画
「
コ
ラ
ボ
＋
ア
ト

リ
エ
」
を
開
催
し
て
い
る
。
12

月
14
日
は
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ッ

ク
カ
バ
ー
作
り
」。
染
物
に
使

わ
れ
る

染
料
を

バ
イ
ン

ダ
ー
と

呼
ば
れ

る
ノ
リ

で
溶
か
し
、
刷
毛
を
使
っ
て
綿

の
生
地
に
馴
染
ま
せ
て
ゆ
く
。

講
師
の
中
谷
さ
ん
（
文
情
事
務
）

が
「
よ
い
物
を
作
る
に
は
イ
メ

ー
ジ
作
り
が
大
切
」
と
い
う
よ

う
に
型
紙
作
り
が
重
要
だ
。
カ

ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
で
切
り
抜
い
た

と
こ
ろ
に
色
が
つ
く
の
だ
が
、

い
ざ
切
り
始
め
る
と
「
あ
れ
？

絵
が
切
り
離
れ
て
し
ま
っ
た
」

「
こ
れ
じ
ゃ
イ
メ
ー
ジ
と
逆
に

色
が
つ
い
て
し
ま
う
」
な
ど
、

か
な
り
難
し
い
よ
う
だ
。
何
と

か
型
紙
を
完
成
さ
せ
る
と
次
は

色
付
け
。
沢
山
染
料
を
つ
け
る

と
滲
ん
で
し
ま
う
の
で
、
カ
サ

カ
サ
く
ら
い
で
根
気
よ
く
、
ト

ン
ト
ン
た
た
く
の
が
コ
ツ
。
中

に
は
重
ね
塗
り
で
キ
レ
イ
な
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
作
品
を
作
っ

た
学
生
も
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

思
い
思
い
の
作
品
作
り
に
没
頭

し
た
。

る
、「
本
当
に
言
い
た
い
事
」

を
自
分
な
り
に
想
像
し
、
そ
れ

を
態
度
、
目
線
、
し
ぐ
さ
、
声

の
強
弱
な
ど
で
表
現
す
る
。
喧

嘩
中
の
兄
弟
や
熟
年
夫
婦
な
ど
、

各
班
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
模
様
を

表
現
し
た
。
演
技
の
あ
と
の
感

想
で
は
「
自
分
で
は
う
ま
く
伝

え
た
つ
も
り
で
も
相
手
の
と
ら

え
方
が
違
っ
た
の
が
面
白
か
っ

た
」
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。
ご

ま
の
は
え
さ
ん
は
「
日
常
生
活

で
も
思
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ

ら
な
い
と
い
う
事
は
多
い
と
思

う
が
、
想
像
力
を
働
か
す
と
意

外
と
そ
れ
は
面
白
い
こ
と
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
気
持
ち
が
通

じ
な
く
て
後
ろ
め
た
い
気
持
ち

に
な
る
の
で
は
な
く
、
面
白
い

事
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
。」
と

締
め
く
く
っ
た
。

ー
教
室

か
ら
始

ま
り
、

お
年
寄

り
へ
の

健
康
づ

く
り
教

室
、
介

護
施
設

で
の
体
操
教
室
、
そ
し
て
エ
コ

活
動
や
植
樹
イ
ベ
ン
ト
、
人
権

擁
護
活
動
、
交
通
安
全
Ｐ
Ｒ
活

動
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
全
農
岐
阜

と
協
力
し
て
実
現
し
た
田
植
え

や
岐
阜
県
産
の
お
米
を
Ｐ
Ｒ
す

る
お
米
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
そ
し
て

岐
阜
県
か
ら
委
託
さ
れ
た
児
童

虐
待
防
止
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

活
動
で
は
、
県
内
に
あ
る
全
て

の
児
童
養
護
施
設
を
訪
問
し
、

サ
ッ
カ
ー
を
し
た
り
話
を
し
た

り
し
ま
し
た
。
中
で
も
嬉
し
か

っ
た
の
は
、
そ
こ
で
出
会
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
ス
タ
ジ
ア
ム
に

も
足
を
運
び
、
声
を
か
け
て
く

れ
た
こ
と
で
し
た
。
岐
阜
で
た

く
さ
ん
の
人
に
出
会
え
た
こ
と

は
僕
の
財
産
で
す
。

先
日
、
か
な
り
昔
か
ら
Ｆ
Ｃ

岐
阜
を
応
援
さ
れ
て
い
る
サ
ポ

ー
タ
ー
の
方
と
お
話
を
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と

岐
阜
へ
の
熱
い
思
い
を
語
っ
て
い

た
だ
き
、い
つ
の
日
か
ス
タ
ジ
ア

ム
が
満
員
に
な
る
日
が
く
る
と

良
い
な
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
光
景
を
想
像
す
る
と

と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

Ｆ
Ｃ
岐
阜
は
今
年
、
設
立
以

来
初
め
て
黒
字
経
営
と
な
り
ま

し
た
。
ま
さ
に
元
年
と
い
え
ま

す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
Ｆ
Ｃ
岐

阜
の
物
語
は
さ
ら
に
前
向
き
に

続
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
僕
も

２
０
１
０
年
の
Ｆ
Ｃ
岐
阜
で
の

経
験
が
あ
っ
た
か
ら
今
が
あ
る
、

と
い
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

今
後
も
、
こ
の
思
い
を
忘
れ
ず

に
前
進
し
続
け
ま
す
。

気
づ
け
る
の
で
、
何
か
を
教
え

る
系
の
仕
事
に
は
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
思
う
。

真
銅：

就
職
後
の
給
与
体
系
が

違
う
会
社
も
多
い
の
で
、
そ
の

点
は
メ
リ
ッ
ト
か
も
し
れ
な
い

で
す
ね
。
僕
の
時
は
バ
ブ
ル
真

っ
只
中
だ
っ
た
事
も
あ
り
、
塾

講
師
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
と

時
給
１
万
円
な
ん
て
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
。
逆
に
、
院
進
学
の
デ

メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
か
。

大
村：

地
元
に
残
っ
て
仕
事
が

し
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
な

か
な
か
大
学
院
生
を
募
集
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

「
院
生
は
ち
ょ
っ
と
」
と
あ
か

ら
さ
ま
に
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
。
そ
の
点
は
理
系
と
文

系
で
少
し
違
う
と
こ
ろ
。

加
納：

や
は
り
授
業
料
が
高
い

と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

友
人
は
す
で
に
就
職
し
て
い
る

の
で
、
上
司
の
愚
痴
を
い
っ
た

り
、
ボ
ー
ナ
ス
の
話
な
ど
を
し

て
い
る
の
を
見
る
と
、
出
遅
れ

た
と
い
う
感
じ
は
す
る
。

真
銅：

や
は
り
高
額
な
授
業
料

と
２
年
間
社
会
に
出
る
の
が
遅

れ
る
と
い
う
事
を
デ
メ
リ
ッ
ト

に
感
じ
て
い
る
人
は
多
い
よ
う

で
す
ね
。
し
か
し
、
そ
れ
は
長

い
人
生
の
中
で
の
自
分
へ
の
貴

重
な
投
資
だ
と
思
っ
て
欲
し
い
。

今
ま
で
多
く
の
学
生
を
教
え
て

き
た
け
れ
ど
も
、
文
学
部
に
入

っ
た
の
に
、
勉
強
し
た
事
と
仕

事
が
あ
ま
り
に
違
う
人
が
多
い
。

生
活
の
た
め
に
仕
事
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
自
分
の
や
り
た

い
仕
事
に
就
け
る
人
と
い
う
の

は
ご
く
わ
ず
か
し
か
い
な
い
。

し
か
し
、
少
な
く
と
も
そ
の
学

部
を
選
ん
だ
か
ら
に
は
そ
の
学

問
な
り
学
部
な
り
に
興
味
や
目

標
が
あ
っ
た
は
ず
。
大
学
院
と

い
う
の
は
、
そ
の
「
や
り
た
か

っ
た
事
」
と
「
や
る
仕
事
」
の

距
離
を
縮
め
ら
れ
る
場
所
だ
と

思
う
。
話
し
手
の
皆
さ
ん
を
見

て
ほ
し
い
。
法
に
携
わ
る
仕
事

に
就
き
た
い
と
思
い
、
そ
の
道

に
進
ん
だ
人
。
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
好
き
で
、
Ｉ
Ｔ
関
係
の
職

サッカーでもっと素晴らしい場所、岐阜へ
～日本の中心で愛を叫ぶ～ＦＣ岐阜インターン日記⑤

「今年一年を振り返って」

今年４月から長期インターンシップ中の小松原駿さん（経３）の手記。
12
月
10
日
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
演
劇
の
プ
ロ
に
よ
る
出
前
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ー
会
話
の
ズ
レ

を
み
つ
け
よ
う
ー
」
が
Ｔ
Ｃ
１-

２
１
２
で
行
わ
れ
た
。

講
師
は
、
劇
作
家
・
演
出

家
・
俳
優
を
こ
な
す
「
ご
ま
の

は
え
」
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る

ニ
ッ
ト
キ
ャ
ッ
プ
シ
ア
タ
ー
の

団
員
。

大
き
な
円
に
な
り
自
己
紹
介

の
ゲ
ー
ム
を
し
た
後
、
ご
ま
の

は
え
さ
ん
か
ら
「
次
は
言
葉
を

使
わ
な
い
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
り
ま
し
ょ
う
。」
と

い
う
提
案
が
。
口
か
ら
何
か
出

て
い
る
と
思
っ
て
そ
れ
を
相
手

に
向
か
っ
て
吐
く
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て
「
あ
な
た
だ
よ
。」
と

い
う
気
持
ち
を
目
で
伝
え
て
、

そ
れ
を
受
け
取
っ
た
人
は
次
に

繋
げ
て
い
く
。
そ
こ
に
は
一
切

言
葉
は
な
く
、「
パ
ッ
」「
パ
ッ
」

と
息
を
強
く
吐
き
出
す
音
し
か

聞
こ
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
の

「
何
か
」
は
確
実
に
次
ぎ
へ
と

繋
が
っ
て
い
く
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
は
、
伝
え
よ
う
と

い
う
思
い
と
受
け
取
ろ
う
と
い

う
思
い
が
重
要
な
よ
う
だ
。

「
実
は
、
脚
本
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
似
て
い
て
、
脚

本
に
載
っ
て
い
る
セ
リ
フ
は
、

も
っ
と
表
情
と
か
感
情
と
か

色
々
な
も
の
を
込
め
て
書
き
た

い
ん
だ
け
ど
、
こ
う
し
か
書
け

な
か
っ
た
。
と
い
う
の
が
書
い

て
あ
る
。
そ
の
本
当
に
言
い
た

か
っ
た
事
の
差
を
作
る
の
が
脚

本
家
。
皆
さ
ん
に
は
脚
本
家
兼

演
者
に
な
っ
て
も
ら
い
ま
す
。」

と
渡
さ
れ
た
Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん

の
掛
け
合
い
の
台
本
。
わ
ず
か

10
行
た
ら
ず
の
言
葉
の
裏
に
あ

進路の選択肢の一つとして気になる存在なのに、案外その実体を知られていな
い大学院。実際に大学院に学ぶ先輩を招き、12月17日、Ｓ-ｃｕｂｅ主催の懇
談会が開かれた。

先輩に聞こう！

大学院ってどんな感じですか？

ム
ゲ
ー
ム
は
計
14
試
合
。
デ
ー

タ
の
準
備
、
会
場
設
営
か
ら
試

合
当
日
の
運
営
、
片
付
け
な
ど
、

様
々
な
役
割
を
経
験
し
、
Ｊ
リ

ー
グ
の
試
合
が
ど
の
よ
う
に
成

り
立
っ
て
い
る
の
か
、
最
前
線

で
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
チ
ー
ム
が
勝
利
し
、
ス
タ

ジ
ア
ム
に
来
て
い
た
だ
い
た
お

客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
う
事
が

大
切
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
、

試
合
前
日
ま
で
の
フ
ロ
ン
ト
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
途

方
も
な
い
準
備
が
あ
る
こ
と
を

身
を
持
っ
て
体
験
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

さ
て
僕
は
、
地
域
貢
献
推
進

部
の
一
員
と
し
て
活
動
を
続
け

て
い
る
わ
け
で
す
が
、
今
年
は

な
ん
と
計
４
２
２
回
の
地
域
貢

献
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
去
年

は
、
１
８
１
回
で
Ｊ
リ
ー
グ
全

37
ク
ラ
ブ
中
、
断
ト
ツ
の
１
位

だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
今
年
は

そ
れ
を
大
幅
に
更
新
し
ま
し
た
。

幸
い
に
も
僕
は
ほ
と
ん
ど
の
活

動
に
関
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
へ
の
サ
ッ
カ

12

月

４
日
、
敵

地
で
行
わ

れ
た
対
ヴ

ァ
ン
フ
ォ

ー
レ
甲
府

戦
を
も
っ

て
、
今
シ

ー
ズ
ン
の

試
合
が
終

了
し
ま
し

た
。
５
月

２
日
の
ザ

ス
パ
草
津

戦
か
ら
数

え
て
ホ
ー

演
劇
の
プ
ロ
に
よ
る
出
前
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

言
葉
の
裏
に
あ
る
本
当
に
言
い
た
い
こ
と
に
気
付
こ
う
!!

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
作
り

読
書
が
い
っ
そ
う
面
白
く
な
る
！

業
に
就
く
人
な
ど
、
自
分
の
目

標
に
と
て
も
近
い
と
こ
ろ
で
仕

事
が
で
き
る
。
大
学
院
で
２
年

間
専
門
の
勉
強
を
す
る
と
い
う

事
は
そ
う
い
う
事
。

就
職
が
決
ま
ら
な
く
て
仕
方

な
い
か
ら
大
学
院
に
進
ん
だ
と

い
う
の
で
は
な
く
、
自
分
の
夢

と
仕
事
を
ち
ょ
っ
と
で
も
近
づ

け
る
場
所
だ
と
思
っ
て
大
学
院

に
進
ん
で
欲
し
い
。

院
進
学
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
？

院
進
学
の
目
的
･
動
機
は
？

院
に
進
学
す
る
と
い
う
事
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ラウンジ棟 

食堂・ 
購買棟 ハロー 

ホール 

香柏館 

ラーネット記念図書館 

恵道館 

交隣館 ローム記念館 

頌真館 

知真館 

正門 

嗣業館 

理科学館理科学館 

キリスト教 
文化文化センター 

理化学館 

キリスト教 
文化センター 

創考館創考館 創考館 

嗣業館1FS-cube

夢告館 

S-cube

付
》（
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
共
通
）

②
レ
ポ
ー
ト
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご

と
に
テ
ー
マ
が
異
な
る
た
め
詳

細
は
募
集
要
項
を
参
照
）

出
願
書
類
提
出
先：

京
田
辺
校
地
　
言
語
文
化
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
事
務
室
（
香
柏

館
１
階
）

今
出
川
校
地
　
国
際
セ
ン
タ
ー

国
際
課
（
扶
桑
館
１
階
）

問
合
せ：

言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

TE
L:0774-65-7070

国
際
セ
ン
タ
ー

TE
L:075-251-3260

●
２
０
１
１
年
度
セ
メ
ス
タ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
募
集
!!

セ
メ
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

１
セ
メ
ス
タ
ー
（
約
４
ヶ
月
）

海
外
の
研
修
校
で
集
中
的
に
英

語
研
修
を
受
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。

※
募
集
要
項
は
、
両
校
地
国
際

セ
ン
タ
ー
に
て
配
布
中
で
す
。

研
修
校：

ウ
ィ
ニ
ペ
グ
大
学
、

ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ア

大
学
、
ハ
ワ
イ
大
学

出
願
受
付
期
間：

１
月
６
日
　
〜
１
月
17
日

出
願
書
類：

①
願
書

②
志
望
理
由
書

③
T
O
E
F
L
テ
ス
ト
の
ス
コ

ア
（
コ
ピ
ー
）

出
願
書
類
提
出
先：

京
田
辺
校
地
　
言
語
文
化
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
事
務
室
（
香
柏

館
１
階
）

今
出
川
校
地
　
国
際
セ
ン
タ
ー

国
際
課
（
扶
桑
館
１
階
）

問
合
せ：

言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

TE
L:0774-65-7070

国
際
セ
ン
タ
ー

TE
L0774-65-7066

●
２
０
１
１
年
度
ロ
ー
ム
記
念

館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
エ
ン
ト
リ

ー
締
切
迫
る
！

ロ
ー
ム
記
念
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ル
ー
ム
を
拠
点
に
活
動
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
募
集
中
で
す
。

エ
ン
ト
リ
ー
の
詳
細
は
ロ
ー

ム
記
念
館
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

http://rohm
.drm

.doshis
ha.ac.jp/

２
０
１
１
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
参
加
メ
ン
バ
ー
は
３
月
中

旬
か
ら
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
本

年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
成

果
報
告
会（
３
／
５
（土）
13:

00
〜
）

を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

締
切
＝
１
月
20
日
（木）
17:

00

問
合
せ
＝
ロ
ー
ム
記
念
館
事
務

室
　TEL：

0774-65-7800

●
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
！

秋
学
期
の
「
学
生
に
よ
る
授

業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
以
下

の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

調
査
票
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
実
施
期
間:

１
月
13
日
（木）
〜

１
月
19
日
（水）

Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
利
用
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
実
施
期
間:

１
月
27
日

（木）
〜
２
月
23
日
（水）

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
利
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
、Ｄ
Ｕ
Ｅ
Ｔ
か
ら
回
答
可
。
ロ
グ
イ
ン
後
、

メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の「
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー

ト
」を
ク
リ
ッ
ク
し
、
さ
ら
に
、「
ア
ン
ケ
ー

ト
に
回
答
す
る
」の「
定
期
ア
ン
ケ
ー
ト

一
覧
」ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、Ｗ
Ｅ

Ｂ
を
利
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実

施
さ
れ
る
科
目
一
覧
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

学
習
、
サ
ー
ク
ル
や
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
学
生
生
活
を
送
る
中

で
、
ス
ト
レ
ス
は
常
に
付
き
ま

と
う
も
の
。
私
た
ち
は
そ
れ
ら

に
対
応
す
る
た
め
に
、
自
分
な

り
の
ス
ト
レ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
方
法
を
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
や
り
方
が
実
は

〝
適
切
で
は
な
い
〞
事
が
多
く

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
あ
な
た
自

身
が
い
つ
も
使
っ
て
い
る
ス
ト

レ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
や
り

方
を
、
最
新
の
科
学
的
な
臨
床

心
理
学
に
基
づ
い
て
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
す
。
そ
し
て
、
今
ま

で
の
ス
ト
レ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
よ
り
良
い
も
の
に
〝
再
デ

ザ
イ
ン
〞
す
る
事
を
体
験
を
と

お
し
て
学
び
ま
す
。

日
程
＝
１
月
11
日
（火）
、
18
日

（火）
い
ず
れ
も
16:

45
〜
18:

45
の

２
回
コ
ー
ス
。

▽
各
回
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お

り
。
自
分
の
ス
ト
レ
ス
・
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
を
チ

ェ
ッ
ク

し
て
み

よ
う
。

ス
ト
レ

ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ウ
ソ
と

は
。
非
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。「
い

ま
」
と
「
こ
こ
」
と
「
わ
た
し
」

（
脱
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
）。
ジ
ャ
ン

プ
！
（
ウ
ィ
リ
ン
グ
ネ
ス
）。

「
志
」
再
考
。
千
里
の
道
も
一

歩
か
ら（
A
C
T
と
F
E
A
R
）。

※
毎
回
参
加
が
原
則

定
員
＝
約
30
名
（
先
着
順
）

講
師
＝
武
藤
崇
　
心
理
学
部
教

授
他

場
所：

T
C
1-

1
1
1

申
込
〆
切
＝
１
月
７
日
（金）
17
時

＠
Ｓ-
ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
（
学
生
支
援
セ

ン
タ
ー
）

問
合
せ
＝
Ｓ-
ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
（
嗣
業

館
１F

）

TE
L:0774-65-7021

夏
休
み
に
開
催
さ
れ
好
評
を

得
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
ウ
ィ
ン
タ

ー
バ
ー
ジ
ョ
ン
！
雪
に
覆
わ
れ

た
世
界
遺
産
・
白
川
郷
を
舞
台

に
、
参
加
者
相
互
で
人
間
関
係

能
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り

方
を
見
つ
め
直
し
た
い
人
や
、

自
分
自
身
を
再
発
見
し
た
い
人
、

グ
ル
ー
プ
に
積
極
的
に
関
わ
り

た
い
人
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

楽
し
く
「
人
間
関
係
能
力
」

を
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
自
分
発
見

し
ま
せ
ん
か
？

※
エ
コ
ツ
ア
ー
と
は
…

自
然
体
験
や
伝
統
文
化
、
生

活
体
験
を
重
視
し
た
滞
在
型
の

旅
で
す
。
観
光
旅
行
と
は
一
線

を
画
し
、
旅
を
共
に
す
る
者
た

ち
の
相
互
協
力
で
、
自
分
や
他

者
へ
の
気
づ
き
を
高
め
ま
す
。

自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
他
者
へ
の
配
慮
に

つ
い
て
も
義
務
を
負
い
ま
す
。

※
※
※

日
程
＝
２
月
27
日
（日）
〜
３
月
２

日
（水）
３
泊
４
日

実
施
場
所
＝
「
ト
ヨ
タ
白
川
郷

自
然
学
校
」（
岐
阜
県
大
野
郡
）

募
集
人
数
＝
14
名
（
抽
選
制
）

参
加
費
＝
１
万
５
千
円
（
宿
泊

費
、
食
費
を
含
む
）
別
途
、
高

速
バ
ス
運
賃
が
必
要
で
す
。

（
往
復
で
８
千
円
程
度
）

申
込
受
付
＝
１
月
28
日
（金）
ま
で

に
Ｓ-

ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
（
嗣
業
館
１

階
）
へ
。

問
合
せ
＝
Ｓ-

ｃ
ｕ
ｂ
ｅ

TE
L:0774-65-7021

●
２
０
１
１
年
度
サ
マ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
参
加
者
募
集

夏
休
み
を
利
用
し
て
海
外
へ

短
期
留
学
す
る
正
課
科
目
（
２

〜
４
単
位
）
で
す
。

※
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
出
願

受
付
は
４
月
中
旬
以
降
の
予
定

で
す
。

※
募
集
要
項
は
、
両
校
地
国
際

セ
ン
タ
ー
に
て
配
布
中
で
す
。

詳
細
は
募
集
要
項
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

研
修
校：

ヨ
ー
ク
大
学
、
デ
ィ

ー
キ
ン
大
学
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
学
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
、
マ
ル
テ
ィ

ン
・
ル
タ
ー
大
学
、
フ
ラ
ン
シ

ュ
＝
コ
ン
テ
大
学
、
北
京
大
学
、

ラ
ス
・
ア
メ
リ
カ
ス
大
学
、
延

世
大
学

個
別
相
談
期
間：

１
月
６
日
（木）
〜
13
日
（木）

※
初
修
外
国
語
の
み
※

出
願
受
付
期
間：

１
月
６
日
（木）
〜
13
日
（木）

出
願
書
類：

①
願
書
《
写
真
貼

キ
ャ
ン
パ
ス

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

2011オリエンテーション 
ぴあアドバイザー大募集！ 

作業予定＝3月中～下旬に30～50時間の研修 
待遇＝研修期間:無給（研修中は試用期間扱い） 
オリテ期間:時給880円 参加実態に応じて薄謝付加 
募集人数＝約35名（選考あり） 
募集締切＝1月31日（月）17時 
申込み･問合せ＝Ｓ‐ｃｕｂｅ（嗣業館１Ｆ） 0774-65-7021 
 

※先輩ぴあアドバイザーの声をWEBで公開中！ 

入学直後、科目登録で苦労した経験はありませんか？ 
登録にサークル選びetc.例年、新入生はごく限られた時間内で非常に多くの情報を消化しなけ
ればならず、とまどうことも多いのが現状です。 
そこで、Ｓ-ｃｕｂｅでは2011年度オリエンテーションに向けて、主に新入生の科目履修に際して
の様々な相談に応じる「ぴあアドバイザー」を募集します。 
「ピア」とは仲間や同僚のこと。「ぴあアドバイザー」は、大学の委託を受け相応の研修を受けた
後、科目履修に臨む新入生に対して学生生活全般について、アドバイスを行う学生相談員です。
あなたの経験を生かして、新入生の手助けをしてみませんか？  
なお、ぴあアドバイザーの中から10名程度に、フレッシャーズキャンプの進行スタッフを兼任し
ていただきます。（フレッシャーズキャンプ実施日＝4月23日～24日＠びわこリトリートセンタ
ー）詳しくはお問合せください。 

S-cube Net Sun. Mon. Tue. Wed. Thu. Fri. Sat.

16

25

S-cube Net編集室による 
京田辺キャンパス催しもの 

実施状況です。 
掲載希望は、毎月15日までに 
S-cube Netまでご連絡を！ 

Tel. 0774-65-7021
jt-shien@mail.doshisha.ac.jp

「S-cube Calender」「Check It Out!」は京田辺キャンパスおよびその周辺で行われる催しもの紹介欄です。掲載を希望する方は、発行前月の15日までに学生支援センターまでご連絡ください。 
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夢告館 MK

知真館 TC
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23
30

24
31

10:45– チャペルアワー 
「あなたはどこにいるのか」 
キリスト教文化センター副所長 
越川弘英： 　１-１１１ 
10:00– ２０１１年度サマー 
プログラム選考結果発表 
：両校地国際センター掲示板 
 

10:45– チャペルアワー 
「本当に見えていますか？」 
キリスト教文化センターオープ 
ン・プログラム講師 
大澤みさき： 　１-１１１ 
10:00– ２０１１年度セメスター 
プログラム選考結果発表 
：両校地国際センター 
 掲示板 
 

デイヴィス記念館 DV

ハローホール ハ 

言語文化教育研究 
センター事務室 

言 

12:30-17:30 教職相談：　 １-１F 
16:45-18:45  S-cubeヒューマ 
ンスキルセミナー「ストレス・ 
マネジメントのウソとホン 
ト②」： 　１-１１１ 

S-cube「雪の森・グループ 
体験エコツアーin白川郷」 
申込締切（１７時まで）：S-cube

講義再開 
12:30-17:30 教職相談：　 １-１F 
２０１１年度サマープログラム 
出願受付・個別相談（～１３日） 
：　 （香柏館１F） 
 

TC

TC

10:45– チャペルアワー 
「時の十字路」日本キリスト 
教団丹波新生教会牧師 
竹ヶ原政輝： 　１-１１１ 
第５回TOEFL-ITPテスト 
スコア返却開始（１２/１１実施 
分）：両校地生協書籍部 

12:30-17:30 教職相談：　 １-１F

２０１１年度ぴあアドバイザー 
応募締切:S-cube
（１７時まで） 

講義最終日 創立者永眠の日 
 

期末試験開始 
 

12:30-17:30 教職相談：　 １-１F 
16:45-18:45  S-cubeヒューマ 
ンスキルセミナー「ストレス・ 
マネジメントのウソとホン 
ト①」： 　１-１１１ 

冬期休暇終了 

 

TC

TC

TC

2
February

3
March

21

16:45-17:15 スポーツ健康科 
学部教育講演会「スポーツ 
と外傷管理」本学部サポー 
ティングスタッフ中西哲生 
： 　２０２ 
２０１１年度ローム記念館 
プロジェクトエントリー 
締切（１７：００まで） 

TC

博遠館（今出川） H

寒梅館（今出川） KMB

12:20-13:10   グローバル・ 
スタディーズ研究科 
入試説明会：　 ２１２ 
 

H

TC

KD

TC

TC

Calendar

元旦 

13:00- TOEIC-IPテスト 
：　 ２０４（受験料：３,８００円、 
申込：生協書籍部） 
13:30–  ２０１１年度サマー 
プログラム選考試験（面接） 
：京田辺校地 
14:00–  スポーツ健康科学 
研究科入試説明会 
：盤上館２F実習室２ 

KD

図書館に行こう！ “NO LIBRARY, NO LIFE”

【期間】1月１１日（火）～２月２８日（月） 
【場所】ラーネッド記念図書館２Fメインカウンター前 
 

テーマに沿ってオススメ本を紹介するコーナー、“Learned’s 
Choice”も7回目を迎えました。今回はこれまでのふりかえりとし
て、人気があった本、それぞれの回で特徴的だった本が再登場し
ます。「ふりかえり」にかけて春休みの帰省のお供にピッタリの本
もあわせて展示しています。是非ご利用ください。 

1日（火）～3月9日（水） 第7回TOEFL-ITPテスト申込受付（３/１０実施分）　申込：両校地生協書籍部 
　1日（火）、3日（木）、15日（火）、17日（木）、22日（火）、24日（木） 12:30–17:30 教職相談： 　１-１F 

14日（月）～ 第6回TOEFL-ITPテストスコア返却開始（１/２２実施分）　返却場所：両校地生協書籍部 

16日（水） 期末試験終了 
16日（水） 16:30– ぴあアドバイザー第1回打合せ 
19日（土） 13:00– ＴＯＥIC–ＩＰテスト：　 　２０４（申込:生協書籍部） 
27日（日）～3月2日（水） S-cube「雪の森・グループ体験エコツアーin白川郷」（申込受付1月２８日までにS-cubeへ、抽選制募集１４名） 
 

KD
TC

 　上旬　卒業可否発表 
5日（土） 13:00– ２０１０年度ローム記念館プロジェクト最終成果報告会 

10日（水） 13:30– 第7回TOEFL-ITPテスト：　 ２-２０３　　 
12日（土） 13:00– ＴＯＥIC–ＩＰテスト：　 ２０４（申込：生協書籍部） 
15日（火） 12:00– ぴあアドバイザー研修合宿（～１６日）  
16日（水） 13:00– フレキャンスタッフ研修開始 
20日（日） 秋学期卒業式・学位授与式：女子大栄光館（今出川） 

10:00– 文学部、文学研究科、心理学研究科 12:30– 法学部、法学研究科 
15:00– 神学部、神学研究科、社会学部、社会学研究科、留学生別科 

 

21日（月） 秋学期卒業式・学位授与式：女子大栄光館（今出川） 
10:00– 経済学部、経済学研究科 12:30– 商学部、商学研究科 
15:00– 政策学部、総合政策科学研究科、アメリカ研究科、グローバル・スタディーズ研究科、司法研究科、ビジネス研究科 

22日（火） 秋学期卒業式・学位授与式：デイヴィス記念館 
13:00– 文化情報学部、文化情報学研究科、工学部、工学研究科、生命医科学研究科 

24日（木） 在学生成績通知書配布 
  文・法・経・商・生命・スポーツ・心理の新２年次生（２０１０年度生）および文化情報・理工学部の全年次生：京田辺、神・社・政策：今出川 

30日（水）～ 第7回TOEFL-ITPテストスコア返却開始（３/１０実施分）　返却場所：両校地生協書籍部 
31日（木） 秋学期終り 

KD
TC

18:30–  第１５回同志社国際 
主義教育講演会「日本の平 
和主義を国際水準から問う」 
国際変動研究所理事長 
・軍事アナリスト 小川和久 
： 　ハーディーホール KMB

金曜ランチタイム・チャペル・ 
アワーの詳細については下記の 
HPで確認してください。 
http://www.christian-center.jp/

12:40-13:05 ランチタイム・ 
チャペル・アワー：キリスト教 
文化センター講座室

12:40-13:05 ランチタイム・ 
チャペル・アワー：キリスト教 
文化センター講座室 

12:40-13:05 ランチタイム・ 
チャペル・アワー：キリスト教 
文化センター講座室 
第６回TOEFL-ITPテスト 
申込〆切（１/２２実施分） 
：両校地生協書籍部 

9:00-20:00  とんがりぼうし 
「フェアウェルコンサート」 
：　 クローバーホール 

13:30–  第６回TOEFL-ITP 
テスト：　 ２-２０３ 

13:30–  ２０１１年度セメスター 
プログラム選考試験（面接） 
：京田辺校地 

16:45-17:15 スポーツ健康 
科学部教育講演会「クラ 
シックバレエと障害」 
整形外科医・ 
蘆田ひろみ： 　２０２ KD

S-cubeヒューマンスキル 
セミナー「ストレス・マネジ 
メントのウソとホント」 
申込締切 
：S-cube（１７時まで） 

２０１１年度セメスタープロ 
グラム出願受付期間 
（～１７日）： 
（香柏館１F） 

12:20-13:20   所長と 
話そう：S-cube

12:30-17:30 教職相談：　 １-１F 
学生による授業評価アンケ 
ート（調査票）（～１９日） 

12:30-17:30 教職相談：　 １-１F 
 

TC

TC

12:30-17:30 教職相談：　 １-１F 
学生による授業評価アンケ 
ート（WEB）（～２月２３日） 

TC

KMB

TC

14:00–  スポーツ健康科学 
研究科入試説明会 
：講武館１０４ 

トレーニングルーム利用 
講習会 

1/14（金） 18:00-19:00 
1/19（水） 16:00-17:00 
1/24（月） 15:30-16:30

日時： 

定員：各回30人 
会場： 
申込先：スポーツ支援課 

DV

言 
言 

成人の日 
 

15:00-16:30 キャリア発見セ 
ミナー（仕事研究編）第６回 
「公認会計士試験合格者に 
よる体験談を聞く会」 
： 　１-３１６ TC

12:30– 小学校教諭免許状 
（一種）取得プログラム 
説明会： 　１-１１０（１３日も） 
 

TC
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